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猪
名
川
町
文
化
月
間

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
芸
術
文
化
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
文
化
協
会
が
中
心

と
な
り
、
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
を
、

「
猪
名
川
町
文
化
月
間
」
と
し
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
文
化
体
育
館
で
は
９
月
20
日

か
ら
10
月
24
日
ま
で
、展
示
の
部
・
ス
テ
ー

ジ
の
部
を
設
け
て
18
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

木
版
画
、
書
、
生
け
花
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
詩
吟
、
ダ
ン

ス
な
ど
様
々
な
団
体
、
芸
術
家
に
よ
る
文

化
の
競
演
で
す
。

　

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
９

月
20
日
か
ら
３
日
間
、
同
館
で
行
わ
れ
た

第
13
回
猪
名
川
町
展
で
す
。

作
品
の
展
示
は
悩
み
ま
す

　

町
展
の
開
催
か
ら
遡
る
こ
と
一
週
間
、

文
化
体
育
館
で
は
、
実
行
委
員
会
の
手
に

よ
り
展
示
会
の
設
営
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
絵
画
の
部
、
立
体
工
芸
の
部
、

書
の
部
、
写
真
の
部
の
４
部
門
は
応
募
作

品
２
５
０
点
が
寄
せ
ら
れ
、
う
ち
１
５
１

点
が
入
選
作
品
と
し
て
会
場
内
に
展
示
。

色
、
形
、
大
き
さ
、
作
風
、
様
々
な
作
品

が
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
町
長
賞
に
輝
い
た
作
品(

絵

画
の
部=

「
晩
夏
」
本
山
正
子
さ
ん
、
立

体
工
芸
の
部=

「
啐そ

っ
た
く
ど
う
じ

啄
同
時
」
藤
田
利
親

さ
ん
、書
の
部=

「
桜
」
矢
上
素
琴
さ
ん
、

写
真
の
部=

「
待
ち
わ
び
た
放
水
」
森
本

忠
義
さ
ん)

を
中
心
に
、
細
心
の
注
意
で

所
定
の
場
所
に
飾
ら
れ
ま
す
。

　

町
展
実
行
委
員
会
事
務
局
の
担
当
者

は
、「
隣
り
の
作
品
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、

鑑
賞
の
流
れ
な
ど
を
考
え
、
い
っ
た
ん

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
ま
す
が
、
後
で
違
う
作

品
と
入
れ
替
え
た
り
し
ま
す
。
開
催
日
は

今
日
と
は
ま
た
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
よ
。」

　

今
回
、
高
校
生
の
受
賞
者
が
出
た
こ
と

を
伺
う
と
、「
そ
う
な
ん
で
す
よ
！
絵
画

と
、
書
で
１
人
ず
つ
。
教
育
長
賞
と
、
審

査
員
特
別
賞
を
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。」

と
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
…

　

町
展
開
催
日
は
、
作
品
の
レ
イ
ア
ウ
ト

も
ピ
タ
リ
と
決
ま
り
、
作
品
か
ら
溢
れ
出

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
く
来
場
者
の
真

剣
な
姿
に
特
派
員
も
小
声
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

　

町
外
か
ら
毎
年
観
に
来
て
い
る
と
い
う

女
性
は
、「
知
り
合
い
が
版
画
を
出
展
し

山本 のゆり 田野 香織

て
い
る
の

で
、
毎
年

観
に
き
て

い
ま
す
。

　

私
も
絵

を
描
い
て

い
て
、
以

前
は
自
分

の
住
ん
で

る
所
の
展

覧
会
に
応

募
し
て
い

ま

し

た

が
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
だ

か
ら
猪
名
川
町
展
は
毎
年
続
け
て
い
っ
て

欲
し
い
で
す
。」

人
だ
か
り
の
講
評
会

　

最
終
日
の
午
後
、
文
化
体
育
館
の
ロ

ビ
ー
は
金
屏
風
や
生
け
花
な
ど
で
華
麗
に

演
出
さ
れ
、
華
々
し
く
表
彰
式
が
と
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
は
、
審
査
員
の
先
生
方
に

よ
る
講
評
会
で
す
。
す
べ
て
の
展
示
作
品

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
先
生
方

が
時
に
厳
し
く
、
優
し
く
、
鋭
い
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ら
で
は
の
視
点
と
説

明
内
容
に
、「
な
る
ほ
ど
」
と
か
「
あ
あ
」

な
ど
、
あ
ち
こ
ち
で
感
嘆
の
た
め
息
が
絶

え
る
こ
と
な
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
講
評
を
さ
れ
た
石
川
照
雄
先

生
は
、「
僕
が
作
品
を
審
査
す
る
と
き

は
、
僕
な
ら
こ
う
撮
る
、
と
い
う
ふ
う
な

姿
勢
で
観
る
ん

で
す
。
撮
り
た

い
！
と
い
う
気

持
ち
が
表
れ
て

い
る
か
ど
う
か

が
大
切
で
す
。

自
分
（
作
者
の

気
持
ち
）
が
作

品
に
出
て
こ
な

い
と
。」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
研
修
生
も
活
躍

　

大
阪
経
済
大
学
か

ら
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
学
生
の
体
験
就

業
）の
２
人
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　

杉
原
早
織
さ
ん（
人

間
科
学
部
）
は
「
町
展
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

の
裏
側
に
最
初
か
ら
最
後
ま
で
関
わ
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
準
備
期
間
中
は
大
変
だ

な
ー
っ
て
思
い
ま
し
た
が
、
町
展
が
始
ま

る
と
沢
山
の
人
が
来
て
く
れ
て
、
す
ご
く

達
成
感
が
あ
り
ま
す
。」
野
仲
俊
輝
さ
ん

（
経
済
学
部
）
は
「
今
ま
で
働
い
た
経
験

が
な
い
こ
と
に
、
漠
然
と
不
安
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
で
も
町
展
を
通
じ
て
色
々
な

方
と
接
し
、
細

か
い
気
配
り
や

優
し
い
口
調
の

ス
キ
ル
が
身
に

付
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。」

第
13
回
「
町
展
」（
猪
名
川
町
美
術
展
）

おめでとう！高校生受賞者のおふたり

　　　　　　▶絵画の部　教育長賞
　野

の な か も え か

中萌花さん　「明
あ

けない夜
よ

」
　控えめで優しい雰囲気ながら北陵高校美
術部の部長さんです。モチーフの時計を選
んだ理由は？「今しかできない表現ができ
ればと思って。将来は絵に関わる仕事がし
たいです。」
◀書の部　審査員特別賞
赤
あ か さ か か お り

阪香織さん「暁
ぎ ょ う そ う す み に わ し し ん ぺ ん う つ す

窓和墨寫新篇」
　「幼稚園から字を習っています。夏休み
は頑張って練習しました。入賞の手紙が届
いた時は嬉しかったです。卒業しても書道
は続けたいと思っています。」

 豊かな自然に囲まれた猪名川町も秋深
し、美しい紅葉や実りの季節ですね。食欲
の秋、スポーツの秋、そして芸術の秋。
　今回は、第 13 回町展に関わる様々な人
たちの思いや、多彩な作品を取材しました。

ア
ー
ト
は
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町
展
の
レ
ベ
ル
は
、
年
々
上
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
町
の
最
高
権
威
の
美
術

展
と
し
て
、
更
に
発
展
し
て
ほ
し
い
で
す

が
、
一
方
で
友
だ
ち
同
士
で
気
軽
に
応
募

し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
そ
れ
も
歓
迎

で
す
。

町展実行委員会・
猪名川町文化協会
辻
つ じ ぐ ち

口広
ひ ろ み

美会長

町
の
最
高
権
威
の
美
術
展
と
し
て

　

文
化
っ
て
、
人
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の

を
自
分
の
ス
キ
ル
を
使
っ
て
形
に
し
、
次

に
伝
え
て
い
く
こ
と
だ
と
僕
は
思
う
ん
で

す
。
や
っ
ぱ
り
人
の
力
で
す
よ
。
今
回
受

賞
者
の
中
に
、
高
校
生
が
２
人
お
ら
れ
ま

す
が
、
若
い
か
ら
と
言
っ
て
審
査
に
手
加

減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
の
作
家
と
し
て

評
価
を
受
け
る
事
で
大
き
く
成
長
し
て
く

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
を
見
て
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

の
得
意
な
子
も
い
れ
ば
美
術
の
得
意
な
子

も
い
る
。
勉
強
が
得
意
っ
て
い
う
の
と
同

じ
く
ら
い
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

～
編
集
後
記
～　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
普
及
で
、
写
真
の
部
へ
の

応
募
も
盛
況
だ
そ
う
で
す
。
普
段
取
材
で
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
や
っ
て
い

る
特
派
員
も
、
来
年
は
挑
戦
で
き
る
…
か
な
!?

　

各
部
門
の「
町
長
賞
」と
高
校
生
の
受
賞
作
品
は
、11
月
３
日(

日
）

の
い
な
が
わ
ま
つ
り
で
、
文
化
体
育
館
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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◀▲ 10 月 17 日、町役場本庁舎
などで、危機管理研修・消防訓
練を実施しました。
　危機管理研修では川西警察署
から講師を迎え、役場職員が、
さすまたやパイプイスを用いた
護衛方法などを学びました。

　消防訓練では、火災の発見から避難完了までの一連の流れを
実践しました。実際に消火器・消火栓などの操作も行い、職員
は日頃からの訓練の必要性を再確認しました。

◀ 10 月 10 日、「恋するフォーチュンクッキー猪名
川町 Ver.」の動画を制作した住民ボランティアのメ
ンバーが、AKB48 YouTube オフィシャルチャンネ
ルで公式認定されたことを、町長へ報告しました。
　これは、町の住民やグループなど約 400 人が登

場する動画映像で、町の自然や、温かい雰囲気
をふんだんに盛り込んだ作品で、10 日

間で撮影・編集し、YouTube へ投
稿されたものです。
　この「公式認定」 により、 イ
ンターネット上で大きな話題とな

り、テレビなどでも取り上
げられ、現在では全世界からの

視聴総件数が 40 万回を超えています。

そばの花満開
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みんなで 稲刈りを体験

▶▼ 10 月中に町内各
地で秋まつりが盛大に
開催されました。
　10 月 12 日 に は、
近 隣 4 自 治 会（ 柏 梨
田・北田原・北野・紫
合）の太鼓台やだんじ
りが合流し、担ぎあげ
や南田原獅子舞会によ
る獅子舞の演技が披露
され、多くの見学者が
楽しみました。

町内で盛大に秋まつりを開催

「恋するフォーチュンクッキー猪名川町 Ver.」
公式認定を町長に報告

▶ 10 月 6 日、白金小学
校区まちづくり協議会主
催の「稲作体験事業【稲
刈り体験】」が南田原地
内で開催されました。
　105 人 の 参 加 者 は、
秋晴れのもとで汗を流し
ながら稲刈りを楽しみま
し た。 稲 の 品 種 は、 ヒ
ノ ヒ カ リ。 収 穫 量 は 約
330㎏。

▲町内の畑で町特産品の「そば」の花
が白いじゅうたんのように咲き広がり
ました。
　今年のそばの栽培面積は約 26ha。
11 月に収穫して乾燥し、「道の駅いな
が わ 」 で 11 月 30 日、12 月 1 日 に
開催される新そばまつりからご賞味い
ただける予定です。

▲▶ 10 月 13 日、道の駅
いながわで第 13 回いなが
わ秋山味覚まつりが開催さ
れました。
　まつりには町内外から多
数来場され、鮎の塩焼きや
みたらし団子、 いなぼう
バーガーなど猪名川町の秋
の味覚を堪能しました。

▶ 町 で は、 身 近
に 棲 息 す る 町 内
の 野 生 動 物 の 生
態 を 知 っ て い た
だこうと、10 月
9 ～ 22 日 ま で、
生 涯 学 習 セ ン
タ ー 1 階 ロ ビ ー
で、 シ カ・ イ ノ
シ シ・ ア ラ イ グ
マ な ど の 野 生 動
物 の は く 製・ パ
ネル展示、県内の野生動物の生息状況・農林業
被害の紹介などをしました。

野生動物のはく製を展示

◀町では、町職員の安全
運転意識の向上と事故原
因の解明に役立てること
を目的に、10 月 7 日か
ら町職員が日常的に運転
する公用車 55 台、消防
車 ･ ポンプ車などの消防
車両 12 台と水道関係車
両 6 台の計 73 台にドラ
イブレコーダを順次設置
しています。

公用車にドライブレコーダーを設置

▲投票は「ゆるキャラグランプリ 2013」ホー
ムページ（http://yurugp.jp/）から行って
ください（ID 登録が必要です）。
一つの ID につき 1 日 1 回までで
す。投票期間は 11 月 8 日まで。
いなぼうへの投票ページは右記の
QR コードから。

「もしも」の時に備えて
役場で危機管理研修・消防訓練を実施

秋山味覚まつりを開催

ゆるキャラグランプリ 2013
いなぼうに投票してネ！

▲夏も終わりを告げようとしていた９月 30 日、林田にお住まいの藤
木さんから、鳥の形をしたゴーヤが届けられました。暑かった今年の
夏を乗り越えた鳥ゴーヤは、ひとときの癒しを与えてくれました。


